豊栄病院　地域医療連携室だより　　平成２７年９月号

秋の空が広がっています。　　大きな台風が、来ないと良いけど。　　　今月も連携便りをお届けいたします。　
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　　　　　　　臨床検討会のお知らせ

日時；平成２７年９月８日（火）　午後６時５０分から

場所；豊栄病院　健診棟２階　多目的ホール
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●７月より地域医療研修に来ている木村浄土先生が症例を提示します。今回のOSCとは違う症例です。是非参加をご検討ください。
●One of the Suggestive Cases (OSC；おすし)　　
今月は、おすしが役にたった話です。木村先生が書いてくれました。ありがとう。
当院外来中に経験した症例です。22歳のよく日に焼け、がっちりした体格の男性。診察室に入ってきてもモゴモゴ言ってしゃべりづらそうなため筆談で述べて頂きました。主訴は1か月半前から左の首にしこりと痛みがあり、今朝起きると声を出すのがつらくなったそうです。呼吸困難感は無し。身体所見上は左頸部の腫脹、咽頭の発赤、扁桃腺の腫脹（白苔無し）を認めました。
　話は変わりますが、私が医学部6年生の時に耳鼻咽喉科を1ヵ月実習した際、指導医の先生は「興味のあるところだけ見たら、あとは卒試の勉強をしてていいよ」といった放任主義の方でした。しかし、一つだけその先生の言葉でよく覚えているのは、実習の最終日に「耳鼻科の他の事は全部忘れてもいいけど、これだけは覚えていてほしい。急性喉頭蓋炎と扁桃周囲膿瘍、これを見たら救急疾患だから！」と言われたことです。
　その後、急性喉頭蓋炎に関しては、当院に来る前の病院で、同期研修医が罹り入院したので記憶に残っています。喉頭高圧X線写真でThumb signが認められました（左）。本症例では、X線でThumb signは認められず、頸部造影CTで左顎下腺の腫脹、咽頭膿瘍による一部気道の圧排がみられました（右）。どうやら扁桃周囲膿瘍のようであり、急いでいぬかい耳鼻科クリニックにコンサルトさせて頂きました。結果的には扁桃周囲膿瘍~深頸部膿瘍との診断で、新発田病院に送り切開排膿して頂いたとの事で、大事に至らず胸を撫で下ろした次第です。
[image: image2.jpg]



左：急性喉頭蓋炎、同期研修医の喉頭X線
右：扁桃周囲膿瘍、頸部CT
●１０月１７日（土）に、病院祭を行います。午前中の舞台イベントに「不思議パフォーマンス」があります。NAMARAから不思議パフォーマーが来るそうです。あの舞台で、どんな「不思議」を見せるのでしょう？
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●編集　夏の終わりが寂しいのは、夏休みが終わるせいと考えていましたが、違いました。だって夏休みがないのになんか寂しい。枯れたひまわりの花や死んだ虫の羽や花火を見るせいでしょうか。これから夏休みを取るので、秋になるのはもう少しやめてくれ。副院長柄澤良
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